
は
じ
め
に
　
東
京
に
い
て
い
つ
も
思
う
こ
と

高
村
光
太
郎
の
「
智
恵
子
抄
」
に
こ
ん
な
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。

「
智
恵
子
は
東
京
に
空
が
無
い
と
い
う

ほ
ん
と
の
空
が
見
た
い
と
い
う

私
は
驚
い
て
空
を
見
る
」

私
は
、
普
段
は
地
方
都
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
商
用
で
頻
繁
に
上
京
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き

い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
忍
耐
の
限
度
を
超
え
た
人
の
密
集
と
そ
れ
に
伴
う
閉
塞
感
で
す
。

高
村
光
太
郎
の
妻
、
智
恵
子
が
感
じ
た
「
東
京
に
空
が
無
い
」
と
同
じ
よ
う
に
、
私
は
、
上
京
す
る
た
び
に

「
東
京
に
は
青
空
の
よ
う
な
解
放
感
が
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
思
い
ま
す
。

閉
塞
感
漂
う
雰
囲
気
は
、
特
に
平
日
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
電
車
内
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
通
勤
に
向
か
う
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
表
情
は
、
お
し
な
べ
て
陰
鬱
で
、
幸
福
感
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
０
２
０
年
初
頭
か
ら

始
ま
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
│

19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
人
の
往
来
が
減
少
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

i



の
時
期
で
さ
え
も
、
閉
塞
感
と
人
々
の
幸
福
で
な
い
印
象
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
感
想
は
、
多
分
に
私
の
思
い
込
み
、
勝
手
な
解
釈
が
入
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
東
京
で

私
が
閉
塞
感
と
、
幸
福
と
は
思
え
な
い
人
々
の
表
情
を
感
じ
る
た
び
、
日
本
で
の
「
地
方
創
生
」
は
進
ん
で
い

な
い
の
だ
な
あ
と
痛
感
し
ま
す
。

地
方
創
生
と
は
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
日
本
全
体
の
活
力
を

上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
安
倍
元
内
閣
の
政
策
の
１
つ
で
す
。
２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
政
策
に

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
と
し
て
東
京
へ
の
転
入
人
口
と
転
出
人
口
の

数
値
目
標
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

地
方
創
生
政
策
の
２
０
２
０
年
ま
で
の
数
値
目
標
に
は
、
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口
転
入
を
６
万
人
減

（
２
０
１
４
年
は
１
７
３
２
人
増
加
）、
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
転
出
を
４
万
人
増
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
２
０
２
０
年
１
月
31
日
に
総
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
人
口
移
動
報
告
で
は
、
東
京

圏
へ
の
転
入
者
は
転
出
者
を
14
万
８
７
８
３
人
上
回
る
転
入
超
過
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値

は
３
年
連
続
増
加
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
と
東
京
圏
へ
の
転
入
者
減
、
東
京
圏
か
ら
の
転
出
者
増
と
い
う

政
府
の
数
値
目
標
は
達
成
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

東
京
に
こ
こ
ま
で
人
口
が
集
中
す
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
企
業
が
東
京
に
本

社
機
能
を
構
え
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
要
因
の
１
つ
で
す
。
巨
大
な
雇
用
が
創
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
人

ii



が
集
ま
る
の
で
し
ょ
う
。
翻
り
、
地
方
か
ら
人
が
転
出
す
る
の
は
、
地
方
に
働
き
口
が
な
い
か
、
著
し
く
減
少

し
て
い
る
か
ら
と
思
い
ま
す
。

地
方
で
雇
用
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
、
雇
用
を
創
出
す
る
企
業
が
地
方
に
存
在
す
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
雇
用

を
創
出
し
、
地
方
に
人
を
呼
び
込
み
、
増
加
す
る
人
々
の
生
活
を
保
証
す
る
だ
け
の
環
境
の
構
築
を
担
う
企
業

を
多
数
増
や
す
こ
と
こ
そ
が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
地
方
創
生
」
を
実
現
す
る
本
質
的
な
戦
略
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

本
書
は
、
地
方
に
本
社
機
能
を
置
き
、
地
方
で
の
雇
用
を
創
出
し
、
か
つ
、
拠
点
を
置
く
地
方
の
経
済
圏
を

潤
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
外
や
海
外
に
も
市
場
を
広
げ
る
よ
う
な
企
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
企
業
は
、
社
員
の
幸
福
度
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
住
む
人
々
の
幸
福
度
を
向
上
さ
せ
た
事

例
を
記
述
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
企
業
を
私
は
、「
地
域
再
生
企
業
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
本
書
が
紹
介
す
る
「
地
域
再
生
企
業
」

の
取
り
組
み
か
ら
、
本
当
の
「
地
方
創
生
」
を
可
能
に
す
る
施
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
企
業
経
営
の

ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
、
著
者
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
２
年
６
月

松
岡
　
孝
敬

iii はじめに　東京にいていつも思うこと





地
域
再
生
企
業

地
域
を
輝
か
せ
る
企
業
と
そ
の
あ
り
方

目
　
次



は
じ
め
に
　
東
京
に
い
て
い
つ
も
思
う
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i

序
　
章
　
地
方
創
生
は
な
ぜ
始
ま
っ
た
の
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

１
　
増
田
レ
ポ
ー
ト
　
　
2

２
　
増
田
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
処
方
箋
　
　
3

３
　
増
田
レ
ポ
ー
ト
へ
の
批
判
　
　
4

４
　
増
田
レ
ポ
ー
ト
へ
の
批
判
論
に
基
づ
く
政
策
　
　
7

５
　
農
山
村
地
域
の
機
能
と
存
在
価
値
　
　
9

６
　
地
方
創
生
の
現
状
と
課
題
　
　
12

７
　
地
方
創
生
を
成
功
さ
せ
る
条
件
と
地
方
創
生
を
け
ん
引
す
る
企
業
　
　
14

８
　
地
域
を
持
続
的
に
繁
栄
さ
せ
る
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
そ
れ
を
支
え
る
地
域
再
生
企
業
　
　
15

第
１
章
　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

１
　
地
域
に
根
差
し
た
企
業
の
経
営
活
動
を
主
と
し
た
も
の
　
　
22

２
　
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
企
業
を
興
し
た
も
の
　
　
22

３
　
地
域
の
特
産
品
や
地
域
そ
の
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
も
の
　
　
26

４
　
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
よ
る
も
の
　
　
30

５
　
政
府
の
方
針
に
沿
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
構
築
す
る
も
の
　
　
32

vi



６
　
大
都
市
圏
か
ら
地
域
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
も
の
　
　
34

７
　
観
光
業
振
興
を
主
と
し
た
観
光
客
の
増
加
を
促
す
も
の
　
　
36

８
　
大
企
業
の
移
転
に
よ
る
も
の
　
　
38

９
　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
軸
と
は
　
　
38

第
２
章
　
い
ろ
ど
り
│
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
創
る
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
43

１
　
葉
っ
ぱ
を
売
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
誕
生
　
　
44

２
　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
上
勝
町
の
そ
の
他
の
事
業
　
　
55

３
　
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
に
よ
る
上
勝
町
地
域
再
生
の
成
功
要
因
　
　
59

第
３
章
　
中
村
ブ
レ
イ
ス
│
か
つ
て
の
ハ
イ
テ
ク
の
町
を
再
生
し
た
世
界
屈
指
の
技
術
…
…
…
…
…
…
…
…
…
69

１
　
大
森
町
の
名
家
に
生
ま
れ
、
義
肢
装
具
士
と
し
て
世
界
に
は
ば
た
く
　
　
70

２
　
中
村
ブ
レ
イ
ス
の
歩
み
と
活
動
　
　
75

３
　
中
村
ブ
レ
イ
ス
に
よ
る
大
森
町
地
域
再
生
の
成
功
要
因
　
　
84

第
４
章
　
や
ね
だ
ん
│
感
動
と
感
謝
に
よ
る
行
政
に
頼
ら
な
い
地
域
再
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
91

１
　
自
主
財
源
づ
く
り
と
人
の
和
の
拡
大
で
地
域
再
生
　
　
92

２
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
び
寄
せ
、
海
外
に
も
フ
ァ
ン
を
拡
大
す
る
「
人
の
和
」

99

vii 目　次



３
　
や
ね
だ
ん
の
地
域
再
生
の
成
功
要
因
　
　
102

第
５
章
　
能
作
│
も
の
・
こ
と
・
こ
こ
ろ
を
融
合
し
、
伝
統
産
業
の
轍
を
つ
け
続
け
る〝
踊
る
町
工
場
〞…
…
…
109

１
　
鋳
物
職
人
の
地
位
を
取
り
戻
す-

能
作
克
治
氏
の
挑
戦
　
　
110

２
　
能
作
の
〝
し
な
い
〞
経
営
戦
略
　
　
115

３
　
能
作
の
地
域
再
生
の
成
功
要
因
　
　
124

第
６
章
　
平
田
観
光
農
園
│
観
光
農
園
の
先
駆
者
と
し
て
地
域
を
活
性
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
131

１
　
創
業
者
、
平
田
克
明
氏
の
半
生
　
　
132

２
　
平
田
観
光
農
園
の
歩
み
　
　
135

３
　
平
田
観
光
農
園
の
地
域
再
生
の
成
功
要
因
　
　
140

終
　
章
　
地
域
再
生
企
業
の
条
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
145

１
　
地
域
を
愛
す
る
文
化
と
企
業
活
動
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
理
念
　
　
146

２
　
大
局
的
な
他
者
貢
献
、
地
域
貢
献
を
前
提
に
し
た
利
他
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
　
　
147

３
　
理
念
と
技
術
を
継
承
す
る
人
材
育
成
の
し
く
み
　
　
152

４
　
地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
体
制
　
　
153

５
　
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
創
造
す
る
心
理
的
安
全
性
　
　
154

viii



６
　
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
風
土
と
し
く
み
　
　
155

７
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
か
ら
の
評
価
　
　
155

８
　
地
域
再
生
企
業
の
成
立
条
件
　
　
160

参
考
資
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
161

お
わ
り
に
　
地
域
再
生
企
業
か
ら
思
う
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
162

ix 目　次





1

「
地
方
創
生
」
と
い
う
言
葉
が
巷
間

こ
う
か
ん

注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
、
２
０
１
３
年
12
月
、
い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ

ポ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
が
頻
繁
に
世
に
出
た
の
は
、
２
０
１
４
年
９
月
、

第
２
次
安
倍
改
造
内
閣
の
発
足
時
、
安
倍
晋
三
首
相
が
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
表
さ
れ
て
か
ら
で
し
た
。

本
章
で
は
、
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教
授
、
嶋
田
暁
文
氏
の
『「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
再
考
』
を
基

に
、「
地
方
創
生
」
政
策
の
契
機
と
な
っ
た
増
田
レ
ポ
ー
ト
の
要
点
を
紹
介
し
、「
地
方
創
生
」
政
策
の
現
状
と

課
題
を
記
し
ま
す
。「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
に
記
さ
れ
た
「
地
方
消
滅
」
の
分
析
と
処
方
箋
、「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」

へ
の
批
判
と
批
判
論
者
が
唱
え
る
「
地
方
創
生
」
の
政
策
、
政
府
が
２
０
１
４
年
か
ら
実
行
し
た
「
地
方
創
生
」

政
策
の
現
状
と
課
題
を
論
述
し
、
地
方
を
活
性
化
す
る
た
め
に
必
要
な
要
因
を
導
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
を

再
生
し
、
持
続
的
に
繁
栄
さ
せ
る
体
制
と
そ
れ
を
支
え
る
企
業
（
地
域
再
生
企
業
）
の
条
件
を
抽
出
し
ま
す
。

序
　
章

地
方
創
生
は
な
ぜ
始
ま
っ
た
の
か



１
　
増
田
レ
ポ
ー
ト

増
田
レ
ポ
ー
ト
と
は
、
元
岩
手
県
知
事
で
、
元
総
務
大
臣
で
あ
る
増
田
博
也
氏
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
、
日

本
の
人
口
減
少
へ
の
問
題
提
起
を
起
点
に
展
開
さ
れ
た
文
書
の
総
称
で
す
。
そ
れ
ら
の
文
書
は
、「
中
央
公
論
」

２
０
１
３
年
12
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
始
ま
り
、
同
じ
「
中
央
公
論
」
２
０
１
４
年
７
月
号
の
特
集
記

事
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
連
の
記
事
の
内
容
は
、
増
田
氏
の
著
書
、「
地
方
消
滅
」
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

当
時
、
増
田
レ
ポ
ー
ト
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
の
は
、「
消
滅
可
能
性
都

市
８
９
６
」
と
し
て
、
８
９
６
の
市
町
村
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
う
ち
、
２
０
４
０
年
の

推
計
人
口
が
１
万
人
以
下
の
５
２
３
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、「
消
滅
す
る
市
町
村
」
と
指
定
さ
れ
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
将
来
、
５
２
３
も
の
町
が
消
え
て
な
く
な
る
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
は
、
社
会
的
反
響
が
極
め
て
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。

衝
撃
的
な
増
田
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
政
府
は
、「
人
口
減
少
の
歯
止
め
」
と
「
東
京
一
極
集
中
の
是
正
」
を

目
的
に
「
地
方
創
生
」
の
政
策
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
11
月
21
日
に
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」（
以
下
、
創
生
法
と
略
し
ま
す
）
が
成
立
さ
れ
、「
地
方
創
生
」
の
実
現
に
向
け
た
さ
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